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（1）When oliveswere preservedin polyethylene filmofhighpermeability to gas and  

oflow permeabilityto water vapor，N2，02，andCO2Were detected by gas chromatography  

in the pouches as the gas components．Thiswas alsowith the case of polycarbonate．   

（2）When olives were packedin aluminium foillaminated films of almost no permea－  

bilitytogas andtowatervapor，0之in tbe pouch soon disappeared due to the respiration  

Of the fruit，fo1lowed by the appearance ofH2WitllCO，and N2．The same phenomenon  

Werealsoobservedwith pouchesofhighgasbarriers such as polyyinylchloride，pOlyamide  

－6 and k－Cellophane．   

（3）The occurrance of H2in the pouchis considered to be resulted from the action  

ofsome anaerDbic bacteriaintroduced beforepackaging．   

1．緒  

プラスチック・フイルムに果実を密封包装した研究例として次のものがある．   

樽谷民らl）は通気性のあるプラスチック・フイルムの袋に柿を密封して，長時間保存するための  

実験をした．柿は袋の中で呼吸して0ヱを吸収してCO2を出す．そしてフイルムはある程度の通気  

性があるから，CO2は袋の外へ出，0三は外から袋へ入る．袋内の（N2：0ヱ：CO2）をある成分比  

に保つと，柿は呼吸を抑倒されながら長期間の保存が可能になる．適当な通気性のフィルムを選ぶ  

ために，同氏は最初は（軟質）ポリ塩化ビニルを，次に厚さ0．02，0．03，0．06，0．08mmの高圧  

法によるポリエチレン（すなわち低密度ポリエチレン）フイルムを使った．そして最後に厚さ0．06  

mmのポリエチレンがこの目的には最適であると結論した．   

囁田民ら2）はリンゴをポリエチレン・フイルムに密封して保存実験を行なった．またバナナの追  

熟押倒のためには高圧法によるポリエチレンの厚さ0．03mmが適当であるとした．  

日本缶詰協会，缶詰時報，52，171（1973）に発表  
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これらのガス分析はいずれも0巧atの方法で行なっている．   

著者らは果実の保存が目的ではなく．各種のプラスチック・フイルムの通気性，透湿性を測定  

し・これらのフイルムで作った袋にオリ‾プを入れ密封したとき・袋内の気休の成分比はどう変守  

るかを経時的に調べたので，ここに報告する．  

2．実 験 の 部  

2・1使用したフィルム 実験に使った包装材科は6種類であって，その通気性および透湿性は  

Tablelに示すような測定値であった．アルミニウム常ラミネート・フイルムは通気性，透湿性と  

Tablel The perme＆bilitiesofplasticfilmstogasesand watervapor  

PernleぬIitie5tOgaSeS（m〝m2／day）  Pemeabili【i【es10  
Water VapOr   

（g／m2／day）  

Kind ofIilms  

Ak lCO空I q l H2 1N2  
Polyethylene，low densi呼  

Po桓cabonate  

Po！gvinylcbloride  

Polyamide－6  

Ⅹ－Ce110phane  

Aトhillamhate  
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もゼロの答であり，実際の測定値もゼロであったので，他のフイルムと比較するときの対照とし  

た．   

一般にプラスチック・フイルムは，Nヱの透過が最も少なく．CO2の透過が最も多く，02の透過  

はその中問である．   

2・2 実験方法 試験用の袋を作るtこは，同じフイルム2枚を合わせ，インパルス・シーラーで  

三方をヒートシールし，その寸法をできるだけ正確にタテ，ヨコ16．0×8．Ocm とする．そして袋  

の片面中央部付近に，タテ×ヨコ1．5×1．5cm，厚さ0．3cmのゴム板をエポキシ系接着剤で接着  

する．ただしポリエチレン・フイルムだけは接着剤がきかないから，同じ寸法のポリエステル／ポ  

リエチレンの2屈ラミネート・フイルムをポリエチレン側で熟簸で熟達著し，次にポリエステル側  

でゴム坂をエポキシ系接着剤で接着する．ゴム板をフイルムに接着しておくのは．実験に際し，こ  

のゴム仮に注射針を通して，袋内の気体を採集するための工夫である．この方法で何回もガス採集  

を行なったが，ガスの蘇れはなかった．   

オリーブは当農場で樹になっている成熟した黒色の果実をもぎとって，各袋に4個ずつ詰め．袋  

内の空気の量を大差のないようにして（少量ほ止むを得ないが），口をヒートシールした，時期は  

2月下旬であった．この実験では袋内の最初の空気量を測ることはできなかったが，N已：0空は79  

：21と考える．   

オリーブを詰めた各々の袋を室温（18～幻Oc）で保存し，2週間にわたり毎日0．3mm¢の注射  

針で約0．4ml採り，これをガスクロマトグラフィーで，COヱ，02，N2を測定した．1回の実験に  

2袋を使った．  
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ガスクロマトグラフィーの測定条件は次の如くである．   

カラムー0．3mシリカゲルと3mモレキュラーシープ5Aとの2段   

キャリヤーガスーアルゴン，1．2kg／cm三  

オープン温度一700C   

検出器一日立製熱伝導度型（TCD）  

レコーダー感度－8mVフルスケール  

ブリッジ電流一－－50mA  

3．実 験 結 果  

3・1ポリエチレンの袋 ポリエチレン・フイルムはガス透過性が大である．そしてガスの種類  

により透過速度が異なる．袋内のオリーブは呼吸して袋内の02を消費したのち，フイルムを通し  

て外から0まが少ないながらも絶えず供給されていて，また果実から故山したCO2は容易に袋外  

に出て行く．そしてガス総量は減じ続け，袋は収縮し，あたかも真空包装のような状態になった．  

Table2 ComponentsoEgasesinplasdc pouches packedwitholives（T）  

Vol．ofga5   1   decreased  l  decreased   ］   inereased  

Pouch  l muchshrinked 1 1ittle shrinked l much expanded   

そしてCO2：02：N2のガス組成はTable2にある如く，おおよそ一定であった．この場合は  

弱いながらも02ガスによる呼吸であろうと考えられる．   

ポリエチレン・フイルムは透湿健が極めて小であるため．オリーブの水分は外へ来敬することが  

ほとんどなかった．（Figl参照）そのため袋内のオリーブにカビがはえた．  
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Table3 Components ofgasesin plaslicpouchespackedwitholive（II）  

broke  l  brolie l  brol【e   

3・2 ポリカーボネートの袋 ポリカーポネ  

ートの通気性もやや大である．袋内のガス総盈  

は少しずつ減じ∴袋は収給したが，袋内のガス  

組成COヱ．0，，Nヱほ30日間を通じてほぼ一定比  

率であった．0已も少量は絶えず存在していた．   

ポリカーボネート・フイルムの透湿性は案外  

大きくて，ポリ塩化ビニルとポリアミドー6との  

中間であるが，事実オリーブの水分薫散はかな  

りあった．   

3・3 アルミニウム箔ラミネートの袋 アル  

ミニウム箔をラミネートしたフイルムはガスの  

透過がほとんどゼロであり，水蒸気の透過もは  

とんどゼロである．この袋の中ではオリーブの  

呼吸により03が消費され，COごが発生する．  
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FiglⅥ辱iglltCbangesofolive5paCkedin  

plastic pouches．  

密封後1日で全部の02が無くなり，COヱが現われた．すなわち最初〔CO20：0ヱ21：N！79〕  

のガス組成であったものが，密封後1日で〔CO空13．2：0巴0：N286．幻のガス組成に変り，第2  

日にほ〔CO！21．3：0＝0：N278．7〕となり，さらに時日の経過とともにCO2の発生が増加し続  

け，ガス栓畳も増加し，袋は膨脹し続けた．この場合はNヱもCO望も袋の外へ逃げることばなく，  
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また02が外から侵入することもない筈であるから，2日以後は果実の嫌気的呼吸によってCOヱが  

生じたのであろうと考えられる．  

16日白から袋内でH三が発生し，ますますH三の量が増加した．30日経っても袋はガス膨張を続  

け渡り切っているが，まだ破れないでいた．この時のガス組成は02はなくCOヱとHヱとNヱとで  

あって∴昧の量が甚だ多かった．袋内にはやや腐敗臭があった．   

3・4 ポリ塩化ビニルの袋 硬質塩化ビニルのフイルムは通気性が中位である．欝2日から0王  

がゼロになり，CO，の蓄積が増し，袋内のガス総量が増加し，袋ほ膨脹した．袋内の0ヱが無くな  

った後のガス親戚は，CO2とN2だけであったが，H2が16日後に少畳現われた．しかし23日目に  

ガス膨脹のために袋はシール部から破れた．   

ポリ塩化ビニルの透湿性は比較的小であるが∴袋内のオリーブの水分誇散は小であった．   

3T5 ポリアミドー8の袋 このフイルムは透湿性は大，通気性は小である．袋内のオリーブは永  

分が逃げて乾線状態になった．袋内のガスは0ヱがすぐ無くなり，そののちはCO2とN三とであっ  

たが，16日目にH2が発生し，その後ほ〔CO＝：Hヱ：N空〕のガス組成であったが30日日に袋は破れ  

た．   

3・6 E一七日ファンの袋 ポリ塩化ビニリデンを塗布したセロファンであって，通気性，透湿  

態とも小であり，ヒートシール性もある．この袋では0三がすぐ無くなり，16日にH2が現われた  

が．23日で袋は膨脹して破れた．  

4．総括と考察  

4・1ポリエチレン・フイルムは通気性大．透湿性／トであって，この袋にオリーブを密封したと  

き．袋内のガスはN2と0空とCO三との3暑がほぼ一定の割合で湿っていて，オリーブは02を吸  

ってCOヱを放出し，弱いながらも普通の呼吸をしていると思われた．また透湿性が小であるため，  

袋内の直皮が高く、カビが生えた．   

ポリカーボネートの袋も通気性がやや大であって，袋内のガスはやはり N2，02，CO之の3成分  

であった．   

これらのフイルムをAグループとする．   

4・2 アルミニウム詔ラミネートのフイルムは通気性も透湿性もほとんどゼロであって，これの  

袋にオリーブを密封包裳すると，オリーブの呼吸のため袋内の0已は暫くのうちに無くなり，CO三  

が現われるが，その後は0空なしの状藩にもかかわらずCO三が増え続ける．これは恐らくオリーブ  

の体組哉の1部が分解しつづけてCO2 が投出されるためであろうと考えられる．しかるにさらに  

長時間この状態で保存を続けるとH已が現われてきた．   

これと同じ傾向のフイルムほ，ポリ塩化ビニル，ポリアミドー6，K－セロファンである．袋の中  

にN電とCO三と昧とがあって，02がない．これをBグループとする，   

4・3 オリーブを密封した袋内で保存していると0‡がなくなりHヱが発生した原因については  

まだ実験が完了していないので．ここでは保留したいのであるが，嫌襲性菌のうちには甘電を産生  
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するものがあるので今後その存否を確めたいと思う．  
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